
建築部は、建築設計競技大会のほかに、
高校生ものづくりコンテストにも参加
しています。入賞できるように日々励
んでいます。

部長 
今
いまむら

村 心
み お

響 さん （３年生）

鹿屋工業高校
建
け ん ち く ぶ

築部
　
建
築
部
は
、
日
々
建
築
に
関
す
る
技

術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の

高
校
生
建
築
設
計
競
技
大
会
で
は
個
人

賞
を
多
く
の
部
員
が
受
賞
で
き
た
こ
と

も
あ
り
、
約
20
年
ぶ
り
に
学
校
賞
を
受

賞
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
に
出
店
し
、
自
分
た
ち
で
制
作
し
た

商
品
の
販
売
や
も
の
づ
く
り
体
験
会
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
目
標
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
も
の
づ
く
り
に
関
す

る
困
り
ご
と
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
地
域
交
流
や
自
分
た
ち
の

技
術
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
建
築
部
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

地域交流と建築技術の習得を目指す！
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▲建築部Instagram ▲かぶとの小物

「
鹿
屋
市
」の

地
形
・
地
質

　

鹿
屋
市
の
基
盤
を
な
す
地
層
は
、

深
海
に
堆
積
し
た
四
万
十
層
群
・
高

隈
山
層
と
日
南
層
群
、
こ
れ
ら
の
堆

積
層
に
貫
入
し
た
花
崗
岩
で
す
。
こ

れ
ら
の
古
い
地
層
が
侵
食
さ
れ
た
地

表
面
を
覆
う
地
層
は
、
鹿
児
島
湾
の

湾
口
部
に
位
置
す
る
阿
多
カ
ル
デ
ラ

か
ら
約
11
万
年
前
に
噴
出
し
た
「阿

多
火
砕
流
」
と
湾
奥
部
に
位
置
す
る

姶
良
カ
ル
デ
ラ
か
ら
約
３
万
年
前
に

噴
出
し
た
「入
戸
火
砕
流
」
の
２
つ
の

火
砕
流
堆
積
物
で
す
。

　

阿
多
火
砕
流
の
溶
結
凝
灰
岩
は
、

鹿
児
島
湾
に
面
し
た
海
岸
に
露
出

し
、
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
溶
結
凝
灰
岩

は
最
近
ま
で
「荒
平
石
」
の
石
材
名
で

採
石
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
か
ら
流

れ
て
き
た
阿
多
火
砕
流
は
高
隈
山
の

南
斜
面
を
駆
け
上
が
り
、
高
須
川
の

上
流
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。
入
戸
火

砕
流
は
、
南
九
州
全
域
を
覆
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
の
地
形
は
、
南
部
に
は
肝

属
山
地
、
北
部
に
は
高
隈
山
地
が
そ

び
え
て
お
り
、
鹿
児
島
湾
側
に
も
比

較
的
高
い
地
形
が
南
北
に
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
凹
地
の
ほ
と
ん
ど

は
シ
ラ
ス
台
地
が
占
め
、
そ
の
下
に

は
阿
多
火
砕
流
堆
積
物
が
混
在
し
て

い
ま
す
。
シ
ラ
ス
台
地
は
、
九
州
南

部
に
数
多
く
分
布
し
て
い
る
火
山
噴

出
物
か
ら
な
る
台
地
で
、
鹿
屋
、
串

良
、
志
布
志
付
近
に
広
く
分
布
し
て

い
ま
す
。
台
地
面
の
高
さ
は
鹿
屋
市

街
地
よ
り
下
流
の
肝
属
川
沿
い
が
最

も
低
く
、
南
方
、
西
方
及
び
北
方
に

向
い
緩
や
か
に
高
度
を
増
し
、
肝
属

郡
北
西
部
で
は
か
な
り
の
高
さ
に
達

し
て
い
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
は
、
細
粒
の
軽
石
や
火
山

灰
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
の

浸
食
に
弱
い
た
め
、
台
風
や
豪
雨
に

よ
っ
て
崩
壊
し
や
す
く
、
大
き
な
土

砂
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
鹿
屋
地

区
の
産
物
と
も
言
え
る
シ
ラ
ス
を
原

料
と
す
る
工
業
化
が
進
ん
で
お
り
、

硬
質
レ
ン
ガ
・
タ
イ
ル
・
人
工
軽
量
骨

材
・
ガ
ラ
ス
繊
維
な
ど
、
多
く
の
も

の
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

第二路

▲�笠野原台地のシラスの崖
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